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リ
ジ
ヤ
・ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
『手
記
』（抄
） 

（訳
・村
野
克
明
） 

 

●
本
編
は
ロ
シ
ア
の
文
芸
学
者
リ
ジ
ヤ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
（
一
九
〇
二
～
一
九
九
〇
）
著
『
手

記
』( З

ап
и
ск

и
)

か
ら
の
抄
録
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
「
一
九
二
〇
～
一
九
三
〇
年
代
」
と
「
一

九
五
〇
～
一
九
七
〇
年
代
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
標
題
の
下
に
前
者
は
（
※
）
、

後
者
は
（
※
※
）
と
表
記
。 

●
冒
頭
の
「
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
」
か
ら
「
老
年
と
青
春
」
ま
で
は
ブ
ロ
グ
「
談
話
室
＝
水
源
地
」

掲
載
分
（
二
〇
二
三
年
四
月
～
六
月
）
の
再
録
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
「
幸
福
」
か
ら
「
私

の
仕
事
」
ま
で
は
今
回
、
初
公
表
の
も
の
。
再
録
分
の
「
補
記
」
は
今
回
、
若
干
、
手
を
加

え
た
。 

●
「
補
記
」
は
す
べ
て
訳
者
に
よ
る
。
参
照
文
献
は
以
下
。
ロ
シ
ア
語
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

（
以
下
「
ロ
・
ウ
ィ
キ
」
）
、
『
ロ
シ
ア
・
ソ
連
を
知
る
事
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
九
年

八
月
刊
）
（
以
下
「
平
凡
社
」
）
、
ピ
エ
ー
ル
・
パ
ス
カ
ル
『
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
』
（
訳
・

川
崎
浹
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
九
月
刊
）
（
以
下
「
パ
ス
カ
ル
」
と
表
記
）
な
ど
。 

●
テ
キ
ス
ト
中
の
〔 

〕
内
は
訳
者
に
よ
る
追
記
。 

●
「
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
」
か
ら
「
私
の
仕
事
」
ま
で
の
標
題
は
訳
者
に
よ
る
。
原
文
の
各
テ
キ

ス
ト
は
無
題
で
あ
る
。 

 

 

ア
フ
マ
ー
ト
ワ 

（※
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

ア
ン
ナ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ヴ
ナ
［
Ａ
・
Ａ
・
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
］
は
オ
リ
ガ
・
ス

ジ
ェ
イ
キ
ナ
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
人
の
と
こ
ろ
の
家
事
を
切
り
盛

り
し
て
た
の
は
八
〇
歳
に
な
る
お
婆
さ
ん
で
し
た
。 

  

お
婆
さ
ん
に
は
姪
っ
子
が
お
り
ま
し
た
。
或
る
時
、
Ａ
・
Ａ
・
は
そ
の
姪
っ

子
に
申
し
ま
し
た
。 

「
あ
ん
た
ね
、
い
つ
も
夜
中
の
二
時
に
帰
宅
し
て
く
る
け
ど
、
あ
ん
ま
り
気
色

（
き
し
ょ
く
）
の
い
い
話
で
は
な
い
わ
さ
」 

「
何
で
す
か
、
ア
ン
ナ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ヴ
ナ
」
と
お
婆
さ
ん
の
姪
っ
子
は
応
じ

ま
し
た
、
「
あ
な
た
様
に
は
あ
な
た
様
の
ご
流
儀
が
、
あ
た
く
し
に
は
あ
た
く

し
の
流
儀
が
あ
り
ま
す
も
の
で
…
…
」 

  

と
こ
ろ
で
こ
の
お
婆
さ
ん
、
い
つ
も
、
女
主
人
た
ち
の
懐
中
が
す
っ
か
ら
か

ん
な
の
を
愚
痴
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
あ
あ
、
あ
、
オ
リ
ガ
・
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ

エ
ヴ
ナ
［
・
ス
ジ
ェ
イ
キ
ナ
］
は
ち
っ
と
も
稼
ご
う
と
な
さ
ら
な
い
し
、
ア
ン

ナ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ヴ
ナ
と
き
た
ら
、
以
前
は
シ
ュ
シ
ュ
ウ
・
シ
ュ
、
シ
ュ
シ
ュ

ウ
・
シ
ュ
と
な
さ
っ
て
た
の
に
、
近
頃
は
、
シ
ュ
シ
ュ
ウ
の
シ
ュ
も
な
く
な
っ

て
、
相
も
変
わ
ら
ず
、
髪
を
ほ
ど
い
た
ま
ん
ま
、
ま
る
で
森
の
中
の
シ
カ
の
よ

う
に
部
屋
の
中
を
歩
き
回
っ
て
る
ば
か
り
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
せ
っ
か
く
新
米

の
学
者
先
生
が
た
が
訪
問
し
て
き
て
も
、
そ
ん
な
お
姿
の
ア
ン
ナ
様
を
ご
覧
に
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な
る
と
、
ひ
ど
く
悲
し
そ
う
な
お
顔
を
な
さ
る
、
ほ
ん
と
に
悲
し
そ
う
な
ふ
う

な
の
で
、
わ
た
し
ゃ
、
そ
ん
な
先
生
が
た
の
帰
り
が
け
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
外
套

を
着
せ
て
あ
げ
る
の
だ
よ
」 

  

こ
こ
で
お
婆
さ
ん
の
言
う
「
新
米
の
学
者
先
生
が
た
」
と
は
「
新
進
の
詩
人

た
ち
」
の
こ
と
、
「
シ
ュ
シ
ュ
ウ
・
シ
ュ
と
な
さ
る
」
と
は
「
詩
作
す
る
」
こ

と
を
意
味
す
る
。 

  

実
際
、
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
が
詩
作
品
を
ペ
ン
書
き
す
る
時
に
は
す
で
に
し
て
、

あ
る
程
度
出
来
上
が
っ
た
形
の
も
の
を
書
い
て
い
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
、

部
屋
の
中
を
徘
徊
し
、
低
い
早
口
で
「
つ
ぶ
や
き
」
を
発
し
続
け
て
い
た
、
と

い
う
わ
け
だ
（
シ
ュ
シ
ュ
ウ
・
シ
ュ
ウ
と
）
。 

 【
補
記
】 

●
「
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
」
： 

一
八
八
九
～
一
九
六
六
年
。
「
二
〇
世
紀
の
激
動
の
時
代
を
生

き
と
お
し
つ
つ
、
抒
情
的
「
わ
た
し
」
の
緊
密
な
モ
ノ
ロ
ー
グ
性
を
守
り
ぬ
き
な
が
ら
時
代

の
声
を
映
し
出
し
た
詩
風
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
」
（
安
井
侑
子
、
「
平
凡
社
」
一
九
頁
）
。 

●
「
オ
リ
ガ
・
ス
ジ
ェ
イ
キ
ナ
」
：
一
八
八
五
～
一
九
四
五
年
。
「
銀
の
時
代
」
の
重
要
人

物
。
女
優
、
舞
踊
家
、
画
家
、
彫
刻
家
、
翻
訳
家
、
文
学
作
品
の
朗
読
家
、
ロ
シ
ア
最
初
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
の
一
人
（
「
ロ
・
ウ
ィ
キ
」
）
。 

●
「
シ
ュ
シ
ュ
ウ
・
シ
ュ
と
な
さ
っ
て
た
」(

А
н

н
а А

н
д
р
еев

н
а ж

у
ж

ж
ал

а р
ан

ьш
е)

：
拙
訳

で
は
得
て
し
て
「
棒
読
み
」
の
「
棒
訳
」
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
或
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
解
釈

を
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
以
下
の
回
答
を
得
た
。 

 

「ж
у
ж

ж
ать

と
い
う
動
詞
は
「
蠅
が
ぶ
う
ん
ぶ
う
ん
」
の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
蚊

の
声
」
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
詩
人
ア
ン
ナ
・
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
は
、
森
の
中
の
鹿
が
周
囲
に

気
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
、
神
経
を
（
コ
ト
バ
に
対
し
て
）
集
中
し
な
が
ら
、
静
か
に
、
室
内

を
徘
徊
し
て
い
た
、
そ
の
際
、
ご
く
低
い
声
音
で
シ
ュ
シ
ュ
ウ
・
シ
ュ
ウ
と
口
ず
さ
み
な
が

ら
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
賄
い
の
お
婆
さ
ん
は
耳
が
遠
い
、
だ
か

ら
ア
ン
ナ
の
声
は
聞
こ
え
な
い
、
婆
さ
ん
に
は
ア
ン
ナ
の
唇
の
動
き
が
見
え
て
い
た
に
過
ぎ

な
い
。
だ
が
、
今
（
＝
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
）
や
、
「
ア
ン
ナ
様
」
は
そ
の
「
シ
ュ
シ
ュ
ウ
・

シ
ュ
」
も
止
め
て
し
ま
っ
て
、
た
だ
た
だ
黙
っ
て
徘
徊
し
て
る
だ
け
な
の
だ
」
。 

●
蛇
足
。
上
記
拙
訳
者
い
わ
く
「
あ
あ
、
今
（
二
〇
二
三
年
）
の
ロ
シ
ア
で
も
、
室
内
を
（
唇

か
ら
シ
ュ
も
出
し
得
ず
）
黙
し
た
ま
ま
歩
き
回
っ
て
る
詩
人
た
ち
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
。 

  

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
（
※
） 

  

「
作
家
労
組
」
執
行
部
で
は
、
ど
こ
か
の
少
年
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
際

中
。 

  

「
あ
ん
た
た
ち
は
ア
、
こ
こ
に
一
日
す
わ
っ
て
る
だ
け
で
エ
、
お
金
も
ら
っ

て
る
ウ
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
エ
、
ウ
チ
ん
中
で
イ
イ
作
品
を
書
こ
う
と
オ
、
ア

タ
マ
ひ
ね
っ
て
る
人
た
ち
は
ア
、
貧
乏
の
ま
ま
だ
ぞ
オ
オ
オ
、
一
銭
も
拝
ん
で

な
い
ぞ
オ
オ
オ
」 

  

グ
リ
ー
シ
ャ
が
言
っ
た
、
「
こ
い
つ
ぁ
創
作
活
動
の
見
事
な
定
義
っ
て
も
ん
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だ
」
。 

 
【
補
記
】 

●
上
記
「
少
年
」
の
ロ
シ
ア
語
原
語
はп

ар
н

и
ш

к
а

。
手
元
の
ポ
ケ
ッ
ト
判
「
オ
ジ
ェ
ゴ
フ
詳

解
露
語
辞
典
」
（
二
〇
二
〇
年
刊
）
で
は
、
こ
と
に
一
四
～
一
六
才
のп

о
д
р
о
сто

к

と
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
作
家
労
組
」
執
行
部
に
押
し
か
け
て
上
記
の
よ
う

な
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
声
を
張
り
上
げ
る
姿
は
、
不
自
然
に
見
え
る
。 

 

だ
が
、
こ
の
少
年
の
父
親
か
母
親
が
、
生
活
に
困
っ
て
る
（
た
ぶ
ん
「
作
家
労
組
」
に
加

盟
し
て
い
る
）
貧
乏
詩
人
か
貧
乏
作
家
だ
、
と
推
測
す
れ
ば
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 

●
上
記
「
グ
リ
ー
シ
ャ
」
と
は
リ
ジ
ヤ
の
友
人
グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
・
グ
コ
フ
ス
キ
ー
（
一
九
〇

二
～
一
九
五
〇
年
）
の
こ
と
。
文
芸
学
者
、
批
評
家
、
文
学
博
士
、
教
授
。
一
八
世
紀
ロ
シ

ア
文
学
の
専
門
家
。
フ
ォ
ル
マ
ニ
ス
ト
に
近
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
末
期
の
一
九
四
九
年
春

に
「
反
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
闘
争
」
の
枠
内
で
（
ジ
ル
ム
ン
ス
キ
ー
、
エ
イ
ヘ
ン
バ
ウ
ム

ら
と
並
ん
で
）
「
西
欧
へ
の
追
従
」
の
か
ど
で
告
発
さ
れ
、
同
年
七
月
に
逮
捕
、
翌
五
〇
年

四
月
に
モ
ス
ク
ワ
の
レ
フ
ォ
ル
ト
ヴ
ォ
監
獄
に
て
心
臓
発
作
の
た
め
逝
去
（
「
ロ
・
ウ
ィ
キ
」
）
。

な
お
、
グ
リ
ー
シ
ャ
と
は
グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
と
い
う
名
の
愛
称
。
後
出
の
「
砂
に
書
く
」
に
も

登
場
す
る
。 

  

師
匠
の
助
言
（
一
九
二
九
年
）（
※
） 

  

シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
私
の
書
く
論
文
は
「
実
践
的
意
義
の
な
い
余
り

に
も
純
理
論
的
な
も
の
」
な
の
だ
。 

「
な
ん
だ
っ
て
君
の
よ
う
な
才
能
あ
る
人
が
、
い
つ
も
あ
ん
な
ク
ズ
み
た
い
な

も
の
を
書
い
て
る
ん
だ
。
」 

「
ど
う
し
て
私
に
才
能
な
ん
て
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
」 

と
私
は
問
い
返
し
た
、
わ
が
筆
に
な
る
も
の
悉
く
ひ
ど
い
も
の
だ
と
は
自
認
す

る
と
こ
ろ
だ
か
ら
。 

「
君
に
は
、
素
晴
ら
し
い
エ
ピ
グ
ラ
ム
（
短
い
風
刺
詩
）
と
手
記
の
類
い
と
が

あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
だ
い
た
い
君
は
文
学
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
本

当
に
残
念
な
こ
と
に
、
い
つ
も
真
逆
を
や
っ
て
い
る
。
」 

  

師
匠
の
助
言
（
一
九
三
四
年
）（
※
） 

 

【
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
】 

私
は
君
の
文
学
上
の
栄
光
を
心
か
ら
期
待
す
る
ね
。

そ
の
た
め
に
は
ね
、
い
つ
か
君
が
お
婆
さ
ん
に
な
っ
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
時

に
、
君
が
人
間
の
こ
と
を
考
え
る
と
す
る
、
そ
の
際
に
、
ど
う
考
え
た
か
を
書

け
ば
い
い
の
さ
。 

【
リ
ジ
ヤ
】 

そ
ん
な
ら
、
あ
な
た
を
が
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
今
の
私
は
、
真
剣
に
な
っ
て
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
時
に
は
、
人
間
の
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
書
い
て
い
ま
す
か
ら
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
た
め
に
、
私
は
機
知
を
働

か
せ
る
代
わ
り
に
、
人
間
へ
の
理
解
に
努
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
か
ら
。 

【
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
】 

そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
ペ
ン
を
持
つ
時
に
は
、
よ
ろ

し
く
真
剣
に
な
ら
な
い
で
、
や
っ
て
く
れ
よ
。 
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【
補
記
】 

●
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
： 

一
八
九
三
～
一
九
八
四
年
。
「
作
家
、
批
評
家
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
父

に
、
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
を
母
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
生
ま
れ
る
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
在
学

中
に
オ
ポ
ヤ
ー
ズО

П
О

Я
З

（
詩
的
言
語
研
究
会
）
を
結
成
し
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
批
評
運

動
の
中
心
と
し
て
、
未
来
派
か
ら
レ
フЛ

Е
Ф

に
至
る
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
と
同
伴
者

文
学
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
詩
的
言
語
と
日
常
言
語
の
区
別
、
意
識
の
自
動
化
と
規
範
の

格
上
げ
、
芸
術
の
方
法
と
し
て
の
「
オ
ス
ト
ラ
ネ
ー
ニ
エо

стр
ан

ен
и

е

（
異
化
、
非
日
常
化
）
」

の
理
論
は
、
現
代
の
構
造
主
義
、
記
号
学
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
か

ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
活
躍
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
は
「
形
式
主
義
者
」
と
し
て
批
判
さ
れ
、

不
遇
で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
、
精
力
的
に
文
章
を
発
表
し
た
。
『
散
文
の
理
論
』

（
一
九
二
五
）
、
『
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
論
』
（
一
九
四
〇
）
、
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
』

（
一
九
五
七
）
、
『
自
伝
』
（
一
九
六
六
）
ほ
か
多
数
の
著
作
が
あ
る
。
」
（
水
野
忠
夫
、

「
平
凡
社
」
二
四
二
頁
）
。 

  

墓
場
に
て
（
※
※
） 

 
 

 
 
 

大
切
に
飾
ら
れ
た
お
墓
。
活
け
た
ば
か
り
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

バ
ラ
。
大
粒
の
砂
利
を
詰
め
た
墓
地
の
小
道
。 

  

不
意
に
私
の
目
に
飛
び
込
む
、
大
き
く
て
青
黒
く
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
ミ

ミ
ズ
。
墓
石
プ
レ
ー
ト
の
端
近
く
、
乾
い
て
煌
め
く
砂
利
石
の
上
を
素
早
く
絶

え
間
な
く
体
を
う
ね
ら
せ
、
何
と
か
と
力
を
ふ
り
絞
っ
て
い
る
み
た
い
、
砂
利

を
う
が
っ
て
墓
石
の
プ
レ
ー
ト
の
端
の
下
の
方
を
目
指
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

あ
の
下
か
ら
や
っ
て
き
た
か
ら
、
あ
の
下
へ
戻
ろ
う
と
い
う
の
か
。 

  

ま
あ
、
い
い
わ
。
あ
い
つ
は
、
墓
場
の
装
飾
品
の
象
徴
性
の
虚
し
さ
を
露
わ

に
見
せ
て
く
れ
た
か
ら
。
そ
の
象
徴
性
と
は
、
無
宗
教
的
だ
が
、
人
の
心
の
苦

悩
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
。 

  

し
か
し
、
あ
い
つ
の
も
た
ら
し
た
象
徴
性
は
克
服
が
可
能
だ
（
墓
場
に
活
け

ら
れ
た
花
々
と
墓
場
の
あ
い
つ
と
、
こ
の
二
項
対
立
を
我
々
は
何
と
か
や
り
こ

な
せ
る
だ
ろ
う
）
。 

  

だ
が
、
た
だ
一
つ
、
我
々
の
手
段
で
は
克
服
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
非
在

（н
есу

щ
еств

о
в
ан

и
е)

の
確
実
性
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
き
な
り
浮
上
し
て

き
て
、
果
て
し
な
い
退
屈
に
似
て
い
る
。
世
界
は
そ
れ
で
一
杯
に
な
る
、
否
、

世
界
は
空
っ
ぽ
に
な
る
。 

  

老
年
と
青
春
（
※
※
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

老
年
期
に
（
で
き
る
限
り
）
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
死
を
恐
れ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
死
は
理
論
的
領
域
か
ら
実
践
的
領
域
に
移
行
し

て
い
る
の
だ
か
ら
。 

 

老
年
期
に
我
が
身
を
か
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
誰
か
か
ら
哀
れ
に
思
わ
れ
る
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か
も
し
れ
な
い
か
ら
。 

 
両
手
を
だ
ら
り
と
前
に
垂
ら
し
て
い
て
も
い
け
な
い
、
こ
の
動
作
は
あ
ま
り

に
年
相
応
す
ぎ
る
、
と
い
う
も
の
。 

  

私
に
は
青
春
が
羨
ま
し
い
。
と
は
言
っ
て
も
、
あ
の
陽
気
さ
に
対
し
て
、
で

は
な
い
。 

 

我
々
は
昔
、
青
春
を
体
験
し
た
、
今
、
我
々
は
知
っ
て
い
る
、
青
春
と
は
憂

鬱
で
、
空
虚
な
も
の
だ
、
と
。 

 

我
々
が
羨
望
す
る
の
は
、
青
春
の
権
利
の
方
に
だ
。
恐
怖
へ
の
、
他
者
の
憐

れ
み
へ
の
、
愚
行
へ
の
、
弱
さ
へ
の
、
真
夜
中
の
涙
と
か
へ
の
、
青
春
の
権
利

に
対
し
て
、
で
あ
る
。 

  

青
春
に
は
そ
れ
が
可
能
な
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
こ
か
、
大
き
な
深
い
と
こ

ろ
で
青
春
は
、
マ
ジ
に
万
事
が
終
わ
る
も
の
だ
、
と
は
信
じ
て
い
な
い
か
ら
。 

こ
の
不
信
か
ら
は
密
か
に
、
訳
の
わ
か
ら
ぬ
一
本
の
道
が
敷
か
れ
て
い
て
、
自

殺
と
い
う
行
為
に
ま
で
も
達
し
て
い
る
。 

 

ま
さ
に
統
計
の
証
明
す
る
と
こ
ろ
、
自
殺
者
の
多
く
は
若
者
で
は
な
い
か
。 

  

こ
う
し
た
権
利
は
青
春
に
天
与
の
も
の
だ
。 

 

一
方
、
我
々
は
、
生
を
望
む
な
ら
ば
、
す
こ
ぶ
る
達
者
で
、
ほ
こ
ら
か
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

  

幸
福
（
※
） 

 

幸
福
か
ら
見
放
さ
れ
て
、
男
は
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
、
こ
れ
で
ノ

ー
マ
ル
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
戻
れ
る
ぞ
、
と
。 

  

砂
に
書
く
（
※
） 

 

「
私
、
書
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
。
」
と
私
は
グ
リ
ー
シ
ャ
に
言
っ
た
、

「
書
い
て
い
な
い
時
の
私
っ
て
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
か
ら
。
」 

「
そ
う
だ
な
あ
、
誰
だ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
で
考
え
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

（
君
の
よ
う
に
）
書
い
て
る
時
に
考
え
て
る
と
い
う
人
も
あ
れ
ば
、
例
え
ば
僕

な
ん
か
、
話
を
し
て
い
る
時
に
考
え
て
い
る
。
」 

「
無
人
島
に
一
人
、
取
り
残
さ
れ
た
ら
、
私
、
た
ぶ
ん
、
砂
に
書
き
始
め
る
だ

ろ
う
な
。
」 

「
そ
ん
な
所
に
行
か
な
く
と
も
、
君
は
も
う
、
砂
に
書
い
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
」

と
グ
リ
ー
シ
ャ
は
言
っ
た
。 

  

書
く
こ
と
の
効
用
（
※
） 

 
「
と
に
か
く
Ｎ
は
す
ご
く
聡
明
な
人
な
ん
で
す
。
」 
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「
彼
は
た
い
へ
ん
賢
い
よ
、
そ
れ
に
人
の
気
持
ち
も
わ
か
る
人
だ
ね
。
だ
け
ど
、

そ
ん
な
彼
氏
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と
、
す
ぐ
に
バ
リ
ア
を
張
り
め
ぐ
ら
そ
う
と

す
る
ん
だ
な
。
と
こ
ろ
が
君
に
は
奇
妙
な
ほ
ど
そ
う
し
た
バ
リ
ア
っ
て
も
の
が

な
い
。
な
ぜ
だ
か
、
君
は
、
君
に
と
っ
て
最
も
残
酷
な
物
事
か
ら
、
逃
げ
出
そ

う
と
し
な
い
。
」 

「
私
の
方
が
利
口
だ
か
ら
、
で
は
な
い
ん
で
す
。
た
ぶ
ん
、
私
が
逃
げ
出
さ
な

い
の
は
、
私
が
そ
れ
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
、
か
ら
で
す
。
ま
さ
に
書
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
致
命
的
な
も
の
で
は
な
く
な
る
、
か
ら
で
す
。
」 

  

大
作
家
（
※
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

過
去
の
大
作
家
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
ど
う
し
て
も
、
お
べ
っ
か
を
使
う
よ

う
な
調
子
に
な
っ
て
し
ま
う
。
彼
ら
は
、
一
種
独
特
な
ボ
ス
な
の
だ
。 

  

白
夜
（
※
） 

 

白
夜
、
通
行
人
は
不
自
然
に
見
え
る
。
昼
間
、
路
上
を
行
く
人
は
目
的
が
あ

る
。
真
の
闇
夜
、
路
上
び
と
に
は
特
別
な
自
由
が
あ
る
。
動
作
に
は
安
堵
感
が
、

他
者
の
視
線
か
ら
は
「
自
分
は
見
え
な
い
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
休
息
を
貰

っ
た
よ
う
な
も
の
。
だ
が
、
白
夜
、
人
は
所
を
得
な
い
。
と
同
時
に
、
自
由
で

は
な
い
。 

人
間
の
運
命
の
パ
ト
ス
（
※
） 

 

文
学
の
、
珍
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
私
は
興
味
が
な
い
。
変
人
、
天
才
、
犯
罪

者
、
聖
人
、
狂
人
、
詩
人
（
文
芸
上
の
）
ら
の
繰
り
広
げ
る
想
像
上
の
世
界
に

あ
っ
て
、
私
は
、
マ
テ
リ
ア
ル
の
頑
強
さ
、
抵
抗
の
力
、
最
も
必
要
な
美
的
喜

び
を
感
じ
な
い
。
聖
人
、
変
質
者
、
天
才
は
、
素
早
く
、
有
無
を
も
言
わ
さ
ぬ

形
で
、
ど
ん
な
ポ
ー
ズ
で
も
と
っ
て
し
ま
う
。 

人
間
と
「
人
間
の
運
命
」
に
あ
っ
て
、
分
析
す
べ
き
は
「
唯
一
無
二
の
個
人

的
な
も
の
」
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
、
我
々

の
方
法
で
は
分
解
で
き
な
い
最
後
の
領
域
だ
か
ら
。
ま
た
、
「
典
型
的
な
も
の
」

を
俎
上
に
載
せ
よ
、
で
も
な
い
。
典
型
化
は
マ
テ
リ
ア
ル
を
圧
伏
し
て
い
る
か

ら
。
そ
う
で
は
な
く
、
分
析
す
べ
き
は
、
ま
ず
第
一
に
、
心
理
、
生
理
、
歴
史

の
面
で
の
「
合
理
的
な
も
の
」
全
て
で
あ
る
。「
人
間
の
宿
命
」
と
は
、
普
遍
的

な
諸
傾
向
が
交
差
す
る
一
点
と
し
て
あ
る
か
ら
だ
。 

人
間
に
は
、
い
く
ら
か
ず
つ
「
宿
命
」
が
備
わ
っ
て
い
る
。
知
的
な
も
の
、

情
動
的
な
も
の
、
職
業
的
な
も
の
、
な
ど
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
誰
に
と
っ
て
も
、

全
て
が
一
つ
に
束
ね
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
歴
史
に
役
割
を
果
た
す
個
人
」

で
な
く
と
も
、「
歴
史
の
中
の
人
」
で
あ
り
う
る
。
歴
史
と
勝
ち
負
け
の
徒
競
走

を
し
な
く
と
も
、
自
ら
の
血
の
中
に
時
代
の
圧
力
を
感
知
す
る
こ
と
は
で
き
る
。 

文
学
の
「
人
間
マ
テ
リ
ア
ル
」
に
み
ら
れ
る
風
変
わ
り
な
も
の
と
混
乱
し
た

も
の
と
は
、
私
を
満
足
さ
せ
な
い
。
作
家
に
と
っ
て
肝
心
な
こ
と
は
、
合
法
則

的
な
「
人
間
の
運
命
」
の
パ
ト
ス
を
（
作
品
の
中
に
）
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
日
記
と
か
手
記
と
か
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ら
の
著
者
は
、
進
行
す
る
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「
自
己
の
生
活
」
の
す
ぐ
後
を
遅
れ
ず
に
付
き
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、

教
訓
的
で
あ
る
べ
き
義
務
が
「
自
己
の
生
活
」
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。 

  

青
春
時
代
（
※
） 

 

客
観
的
な
年
齢
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
急
激
な
心
理
的
「
破
損
」( сл

о
м

ы
)

が
年
齢
か
ら
年
齢
へ
の
移
行
を
決
定
す
る
。
お
そ
ら
く
、
人
間
の
青
春

( м
о
л
о
д

о
сть)

は
主
と
し
て
、
「
も
は
や
出
来
な
い
」、
あ
る
い
は
「
今
か
ら
で
は

遅
い
」
と
い
う
物
事
が
い
ろ
い
ろ
と
存
在
す
る
、
と
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

終
了
す
る
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
青
春
時
代( ю

н
о

сть)
は
そ
れ
と
は
別
の
、
は
る
か

に
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ク
な
仕
方
で
終
わ
る
。
ま
さ
に
次
の
よ
う
な
場
合
に
だ
（
時

と
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
付
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
）
。
す
な

わ
ち
生
活( ж

и
зн

ь)

が
さ
ら
に
開
始
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
時
、

あ
る
い
は
生
活
が
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
突
如
と
し
て
見
出
し
常
に

心
痛
を
覚
え
る
時
、
で
あ
る
。 

 

青
春
時
代
と
は
、
生
活
へ
の
準
備
の
時
代
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
実
際

上
の
準
備
で
は
な
い
け
れ
ど
も
。 

周
知
の
よ
う
に
、
良
き
少
年
な
ら
誰
で
も
車
掌
か
サ
ー
カ
ス
の
ピ
エ
ロ
に
な

り
た
が
る
。
一
方
、「
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
い
う
少
年
の
な
か
で
も
最

も
退
屈
な
者
の
み
が
実
際
に
医
学
部
を
卒
業
す
る
。
イ
ン
テ
リ
層
の
幼
児
に
と

っ
て
、
車
掌
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
は
心
理
的
に
は
必
須
で
あ
る
、
と
言
え
る
。

と
い
う
の
は
、
青
春
時
代
と
は
人
が
自
ら
の
未
来
を
知
ら
な
い
時
期
で
あ
り
、

時
間
を
集
計
す
る
能
力
が
ま
だ
身
に
つ
い
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
か
ら
だ
（
時

間
を
数
え
る
能
力
は
金
銭
を
勘
定
す
る
能
力
よ
り
も
一
層
は
や
く
人
を
老
け
さ

せ
る
）。 

 

青
春
時
代
に
は
仕
事
が
あ
る
。
だ
が
、
職
業
と
は
相
性
が
わ
る
い
。
人
間
の

生
活
に
は
、「
自
分
こ
そ
は
無
尽
蔵
の
時
間
の
ス
ト
ッ
ク
の
主
人
だ
」
と
思
っ
て

し
ま
う
、
そ
ん
な
時
期
が
あ
る
。
健
康
、
意
志
、
生
き
る
喜
び
が
有
り
余
る
ほ

ど
あ
る
か
ら
そ
う
な
の
で
は
な
い
。
果
て
知
ら
ず
鼓
動
す
る
時
間
が
溢
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
う
な
の
だ
。
そ
う
や
っ
て
、
あ
や
ま
た
ず
青
春
時
代
は
認
識
さ

れ
る
。 

と
こ
ろ
が
成
人
に
あ
っ
て
は
、
時
間
は
跡
形
も
な
く
永
遠
に
過
ぎ
て
行
く
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
職
業
へ
の
参
加
が
始
ま
る
。
ど
ん
な
職
業
病
に
対
し
て
も
、

次
の
よ
う
な
職
業
病
が
付
け
足
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
不
足
す
る
時
間
」
と

い
う
名
の
熱
病
が
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
消
耗
的
な
心
理
状
態
で
あ
り
、
熱
狂
と

良
心
の
呵
責
と
に
似
て
い
る
。 

 

十
八
歳
の
時
、
私
は
、「
人
は
誰
で
も
何
よ
り
も
ま
ず
一
般
的
自
然
科
学
の
知

識
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
化
学
の
学
科
に
入
学

し
て
勉
強
し
た
が
、
き
わ
め
て
不
出
来
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
徹
底
的
に
哲
学

を
研
究
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
う
し
て
か
ら
、
直
接
に
私
を
惹
き
つ
け
て

や
ま
ぬ
学
科
へ
と
移
行
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
。
本
当
の
青
春
時
代
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
、「
私
は
無
尽
蔵
の
時
空
間
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い

た
。 
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二
十
歳
の
時
、「
私
は
ロ
シ
ア
芸
術
史
大
学
の
第
一
学
年
か
ら
第
二
学
年
へ
の

移
行
に
必
要
な
面
接
試
験
に
パ
ス
す
る
こ
と
は
か
な
う
ま
い
」
と
思
っ
た
。
そ

れ
以
来
、
私
は
し
ば
し
ば
、
長
い
間
、
無
為
の
時
を
過
ご
し
た
。
だ
が
、
私
に

は
、
も
は
や
全
く
時
間
が
な
か
っ
た
の
だ
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、「
こ
の
大
学
で

は
、
わ
が
先
行
す
る
企
図
は
全
く
か
な
え
ら
れ
な
い
」
と
思
わ
れ
た
。
そ
れ
が

重
大
な
こ
と
だ
と
、
私
に
は
内
心
、
わ
か
っ
て
い
た
。
側
面
的
な
特
徴
に
よ
っ

て
事
の
重
大
さ
を
推
し
量
っ
て
い
た
の
で
。
テ
ニ
ス
の
試
合
で
ボ
ー
ル
の
響
き

を
聞
け
ば
、
シ
ョ
ッ
ト
が
正
確
か
否
か
、
判
断
で
き
る
よ
う
に
。 

 

青
春
時
代
の
終
わ
り
は
、
一
連
の
心
理
の
変
化
が
伴
っ
た
。
時
間
は
、
需
要

が
供
給
を
上
回
る
商
品
と
し
て
評
価
さ
れ
始
め
た
。
生
活
は
、
生
活
へ
の
準
備

で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
。
未
来
は
、
狂
気
の
輝
く
霧
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
。

未
来
は
、
職
業
的
文
学
者
と
い
う
明
確
な
形
を
と
っ
た
。
予
知
が
さ
れ
始
め
た
。

肝
心
な
こ
と
は
、
未
来
の
中
の
人
間
が
は
っ
き
り
出
現
し
た
こ
と
だ
。 

幼
年
時
代
と
青
春
時
代
に
、
人
間
は
二
つ
の
部
分
に
分
か
た
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
具
体
的
に
存
在
す
る
「
時
間
の
中
の
人
間
」
と
、
今
の
と
こ
ろ
仮
定
的
に

し
か
存
在
し
な
い
「
真
の
人
間
」
と
に
。
前
者
は
後
者
に
つ
い
て
思
う
、
あ
た

か
も
、
子
ど
も
が
「
約
束
さ
れ
た
客
」
に
つ
い
て
、
ど
ん
欲
に
、
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
、
疑
い
深
く
、
矛
盾
に
満
ち
た
か
た
ち
で
、
思
う
よ
う
に
。 

最
初
の
う
ち
は
、
両
者
は
遠
く
互
い
に
隔
た
っ
て
い
る
。
そ
の
距
離
の
遠
さ

と
き
た
ら
、
全
く
リ
ア
ル
な
ち
っ
ち
ゃ
な
男
の
子
た
ち
が
、
自
己
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
な
「
分
身
」
に
目
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
が
車
掌
な
の
か
軍
司

令
官
な
の
か
正
確
に
確
定
で
き
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
だ
。
だ
が
、
次
第

に
双
方
は
接
近
す
る
。
次
第
に
接
近
し
、
瞬
間
的
に
融
合
す
る
。
痛
み
を
伴
い

な
が
ら
。 

 

青
春
時
代
と
は
、
自
己
の
、
ま
だ
見
い
出
さ
れ
て
い
な
い
「
分
身
」
と
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
相
互
関
係
の
時
期
で
あ
る
。
成
人
に
な
る
と
、「
不
可
分
一
体

の
人
間
」
の
発
展
が
始
ま
る
。
年
齢
は
一
連
の
特
徴
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

―
―
パ
ス
ポ
ー
ト
（
身
分
証
明
書
）、
体
調
・
気
分
、
外
見
（
し
ば
し
ば
、
老
化

で
は
な
く
体
格
が
問
題
と
な
る
。
背
が
高
い
人
、
太
っ
て
い
る
人
は
普
通
よ
り

も
早
め
に
成
人
と
な
る
）、
そ
し
て
、
社
会
的
地
位
と
性
的
成
熟
に
よ
っ
て
、
年

齢
は
決
定
さ
れ
る
。 

 

人
間
の
知
的
運
動
と
は
、
間
断
の
な
い
、
閉
ざ
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
流
れ
」( п

р
о
тек

ан
и

е)

に
よ
っ
て
発
展
す
る
。「
シ
ョ
ッ
ク
」( то

л
ч

к
и
)

に
よ
っ
て
、
で
は
な
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
認
識
と
は
、
そ
の
悉
く
が
計
算( сч

ёт)

に
基
づ
く
。

後
者
は
、
時
間
の
仮
定
的
な
境
界
の
仮
定
的
な
部
分
を
登
録
す
る
が
、
一
方
、

そ
れ
は
全
て
、
意
識
上
で
の
急
激
な
「
シ
ョ
ッ
ク
」
と
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ク
な

「
破
損
」
と
に
基
づ
く
。
と
い
う
こ
と
で
、
新
年
は
十
二
月
三
十
一
日
の
き
っ

か
り
夜
十
二
時
に
訪
れ
る
。
人
間
は
自
己
の
誕
生
日
に
一
年
だ
け
老
い
る
。 

  

歴
史
と
精
神
（
※
※
） 

 

あ
れ
以
来
、
数
年
が
経
過
し
た
。
当
時
の
物
事
の
多
く
が
静
ま
っ
た
。
発
展

し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
人
々
の
中
で
少
し
成
長
し
た
の
は
、「
脇
を

通
り
過
ぎ
る
」
こ
と
を
思
い
立
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
あ
ま
り
目
立
た
な
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い
。
多
か
れ
少
な
れ
几
帳
面
に
自
ら
の
義
務
を
遂
行
す
る
。
だ
が
、
自
己
の
創

造
の
領
域
で
は
、「
自
分
は
独
立
独
歩
で
あ
る
」
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
べ
く
努

め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
彼
ら
に
は
そ
の
権
利
が
あ
る
だ
ろ
う
。
後
悔
す
る
と

い
う
こ
と
に
は
、
独
自
の
無
慈
悲
な
原
理
が
あ
り
、
思
い
出
を
贖
罪
へ
と
変
容

さ
せ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
科
学
の
如
く
分
析
を
、
芸
術
の
如
く
デ
ィ
テ
ー
ル
を

頼
み
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
理
は
く
よ
く
よ
と
後
悔
は
し
な
い
、
ま
だ
成

功
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
に
せ
よ
。 

私
に
は
、
芸
術
が
現
実
か
ら
逃
避
す
る
な
ん
て
全
く
わ
る
い
こ
と
だ
と
断
定

す
る
用
意
が
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
「
逃
避
」
は
、
あ
る
見
地
か
ら
み

れ
ば
、
よ
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
可
能
な
の
は
、「
い

つ
で
も
」
で
も
「
万
人
に
と
っ
て
」
で
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
が
。 

「
脇
を
歩
む
人
」
は
望
む
と
望
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
歴
史
主
義
と
社
会

性
と
に
対
す
る
世
界
的
な
反
動
の
波
に
吞
ま
れ
て
い
る
。
最
新
の
反
歴
史
主
義

の
潮
流
の
中
に
だ
。
し
か
し
、
歴
史
主
義
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
以
上
、
冗
談

で
な
く
そ
れ
を
拒
絶
す
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
ろ
う
、
誇
ら
し
げ
に
拒
絶
す
る
、

と
い
う
意
味
だ
が
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
、
そ
れ
と
相
関
す
る
現
代
性
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
逃
れ
る
こ
と
と
同
じ

だ
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
現
代
性
を
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
で
確
立
し

よ
う
と
す
る
の
が
最
新
の
反
歴
史
主
義
な
の
だ
、
哲
学
か
ら
最
新
の
自
動
車
ブ

ラ
ン
ド
に
至
る
ま
で
。 

現
代
性
と
は
、
現
下
の
生
活( тек

у
щ

а
я
 
ж

и
зн

ь)

の
意
識
の
歴
史
的
形
態
で
あ

る
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
歴
史
と
は
形
態
で
あ
る
（
ゆ
え
に
理
念
で
も
あ
る
）
。

こ
の
形
態
を
理
念
の
関
係
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
の
こ
と
だ
が
。
ち
な
み
に
、

抽
象
芸
術
は
混
乱
の
只
中
に
あ
る
。
不
可
能
な
も
の
、
つ
ま
り
非
歴
史
的
な
形

態
を
創
造
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
か
ら
。 

反
歴
史
主
義
は
歴
史
を
断
罪
す
る
。
そ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
歴
史
の
手

に
握
ら
れ
る
と
、
そ
れ
自
体
で
自
足
し
て
い
る
物
事
が
、
因
果
関
係
の
連
鎖
の

空
虚
な
輪
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
。
だ
が
、
こ
れ
は
歴
史
の
大
き
な
相
反
性
へ

の
無
理
解
、
と
い
う
も
の
だ
。
歴
史
と
は
「
流
れ
」
で
も
あ
り
「
静
止
」
で
も

あ
る
。
歴
史
と
は
過
去
を
未
来
へ
と
追
い
立
て
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
過
去
を

「
永
遠
に
我
々
の
属
す
る
現
実
性
」
へ
と
変
容
さ
せ
る
も
の
だ
。
芸
術
も
ま
た

同
様
に
こ
の
「
現
実
性
」
に
属
し
て
い
る
。 

ヘ
ー
ゲ
ル
以
降
、
プ
ル
ー
ス
ト
ほ
ど
の
力
強
さ
で
芸
術
を
定
義
し
た
者
は
、

他
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
。
最
近
の
著
作
の
中
で
彼
は
説
明
し
て
い
る
、

何
の
た
め
に
芸
術
が
必
要
な
の
か
を
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
論
旨
か
ら
、
な
に

ゆ
え
に
芸
術
は
存
在
し
た
の
か
、
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
述
べ
て
い
る
。
芸

術
と
は
「
見
い
出
さ
れ
た
時
」
で
あ
る
、
と
。
「
非
在
」
と
の
闘
争
、
「
跡
形
も

な
く
消
え
失
せ
る
」
ゆ
え
の
恐
怖
と
の
闘
争
で
あ
る
、
と
。
見
い
出
さ
れ
た
の

は
物
象
性( п

р
ед

м
етн

о
сть)

で
あ
る
。
ど
ん
な
モ
ノ
で
も
「
時
間
の
静
止
」
に
ほ

か
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
創
造
的
精
神
は
最
大
の
勝
利
を
勝
ち
取
る
。
（
時
間
の
）

川
の
「
流
れ
」
を
「
静
止
」
さ
せ
る
か
ら
。
た
だ
し
、
そ
の
勝
利
に
繰
り
返
し

は
な
い
。 

「
在
る
の
は
過
去
の
瞬
間
だ
け
、
な
の
か
？ 

も
し
か
す
る
と
、
は
る
か
に

も
っ
と
多
く
が
存
在
す
る
、
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
た
か
も
過
去
と

現
在
に
同
時
に
属
す
る
「
何
か
或
る
も
の
」
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
、
は

る
か
に
根
本
的
な
も
の
だ
か
ら
。」 
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過
去
と
未
来
と
の
裂
け
目
に
対
し
て
、
無
意
味
に
、
絶
え
間
な
く
、
「
現
在
、

時
間
、
生
活
」
が
滑
り
込
む
。
プ
ル
ー
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
た
だ
芸
術
だ
け
が
、

時
間
の
矛
盾
を
解
く
。
数
学
あ
る
い
は
医
学
は
大
昔
か
ら
科
学
だ
っ
た
。
一
方
、

歴
史
は
何
数
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
芸
術
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
が
科
学
と
な
っ

た
の
は
随
分
と
遅
れ
て
、
十
九
世
紀
も
半
ば
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。 

私
は
歴
史
を
信
頼
す
る
。
と
い
う
の
は
、
歴
史
が
精
神
を
作
り
変
え
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
二
十
世
紀
は
じ
め
の
世
代
で
あ
る
私
た
ち
が
ま
だ
大

き
な
諸
事
件
の
起
き
る
敷
居
際
に
立
っ
て
い
た
と
き
、
我
ら
が
頭
脳
に
は
巨
大

な
混
乱
が
君
臨
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
時
代
潮
流
が
交
差
し
た
結
果
で

あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ロ
シ
ア
で
は
静
ま
る
こ
と
の
な
か
っ
た
革
命
の
潮
流
だ
っ

た
、
ラ
ジ
ー
シ
チ
ェ
フ
か
ら
一
九
一
七
年
ま
で
の
。
も
う
一
つ
が
、
ロ
シ
ア
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
逆
説
的
な
融
合
に

つ
い
て
は
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
が
残
酷
に
力
強
く
『
ク
リ
ム
・
サ
ム
ギ
ン
』〔
一
九
二

五
年
か
ら
三
六
年
の
逝
去
の
直
前
ま
で
書
き
継
が
れ
た
未
完
の
長
篇
小
説
〕
で

描
き
出
し
て
い
る
。 

一
体
、
十
五
歳
の
頭
脳
の
内
に
、
次
の
各
々
の
二
項
が
同
時
に
収
ま
り
き
る

も
の
だ
ろ
う
か
。「
社
会
主
義
と
独
我
論
」、「
未
来
派
と
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
の

説
教
」
、
「
ソ
フ
ィ
ヤ
・
ペ
ロ
ー
フ
ス
カ
ヤ
〔
一
八
五
三
～
八
一
年
。
ナ
ロ
ー
ド

ニ
キ
革
命
家
〕
と
『
喜
び
よ
、
お
お
、
苦
悩
の
中
の
喜
び
よ
／
か
つ
て
味
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
傷
の
痛
み
よ
』
〔
ブ
ロ
ー
ク
『
薔
薇
と
十
字
架
』
〕
」
、
で
あ
る
。

私
た
ち
と
き
た
ら
、
い
つ
だ
っ
て
苦
悩
す
る
に
耐
え
な
か
っ
た
、
ツ
ァ
ー
リ
の

監
獄
で
も
、
そ
の
他
の
檜
舞
台
で
も
（
監
獄
の
こ
と
は
、
す
で
に
ゲ
ル
ツ
ェ
ン

が
『
過
去
と
思
索
』
で
「
あ
そ
こ
は
子
供
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
真
の
ロ
シ
ア
的

な
宝
庫
だ
」
と
指
摘
済
み
だ
）。 

フ
ロ
イ
ド
の
著
作
は
便
覧
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
参
照
に
し
て
、
一
九
一
〇
年

代
の
ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
の
思
想
的
に
賢
い
男
女
が
、「
未
来
の
悲
劇
」
を
自
己
選
択

し
た
の
だ
。
ロ
シ
ア
の
イ
ン
テ
リ
の
意
識
に
あ
っ
て
は
（
ブ
ロ
ー
ク
い
わ
く
〔
詩

劇
『
見
世
物
小
屋
』
で
の
〕
当
時
の
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
・
ジ
ュ
ー
ス
を
ぶ
っ
か
け

ら
れ
た
イ
ン
テ
リ
）、
摩
訶
不
思
議
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
病
院
施
設
が

進
歩
的
な
施
設
へ
と
様
変
わ
り
す
る
。
例
え
ば
「
原
則
的
に
癒
さ
れ
な
い
渇
望
」

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
。
そ
の
後
い
く
ら
か
遅
れ
て
プ
ル
ー
ス

ト
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、「
渇
望
が
癒
さ
れ
な
い
」
と
は
、
そ
れ
が
知
的
で

あ
る
が
ゆ
え
、
で
あ
っ
た
。 

あ
あ
、
何
と
い
う
風
が
、
何
も
か
も
掃
き
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
。
と
く

に
「
自
己
へ
の
関
心
」
が
消
え
失
せ
た
。
例
え
ば
、
私
の
場
合
、
三
十
歳
の
頃

〔
一
九
三
二
年
頃
〕、
最
終
的
に
そ
れ
が
無
く
な
っ
た
。 

我
々
が
自
己
選
択
し
た
悲
劇
の
代
わ
り
に
、
そ
れ
と
は
全
く
似
も
つ
か
ぬ
悲

劇
を
持
ち
出
し
て
、
歴
史
は
人
間
を
す
っ
か
り
と
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

  

わ
が
世
代
（
※
※
） 

 

「
何
の
問
題
も
な
い
」 

（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ク
ー
シ
ネ
ル
〔
一
九
三
六
年
生
。
詩
人
〕） 

  

人
間
は
自
分
で
問
題
を
で
っ
ち
あ
げ
る
こ
と
は
な
い
。
問
題
と
は
周
囲
の
社
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会
的
雰
囲
気
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
だ
。
死
の
問
題
さ
え
も
が
、
あ
る
時
期
に

は
非
現
実
的
で
、
他
の
時
期
に
は
耐
え
が
た
い
ほ
ど
本
質
的
に
迫
っ
て
く
る
。

「
も
は
や
何
の
問
題
も
な
い
」
と
い
う
年
齢
期
が
訪
れ
る
。
ま
だ
人
生
を
変
え

う
る
問
題
と
そ
の
解
決
と
が
「
な
い
」
時
期
、
と
い
う
意
味
で
だ
が
。
人
間
は

自
己
の
た
め
に
、
す
で
に
「
最
後
の
真
実
」
を
知
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ご

く
主
観
的
に
。 

 

「
何
の
問
題
も
な
い
」
…
…
。
い
や
、
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
あ
る
な
ら
ば
、

な
ん
て
よ
い
こ
と
か
。 

 

「
問
題
」
は
、
人
間
に
対
し
て
、
自
ら
が
含
ま
れ
る
文
化
シ
ス
テ
ム
を
暗
示

す
る
。「
生
と
死
の
意
義
」
、「
公
正
・
正
義
」
、「
倫
理
的
行
為
の
義
務
」、「
信
仰

と
無
信
仰
」
、
そ
う
し
た
「
問
題
群
」
が
、
そ
う
言
え
る
。
ロ
シ
ア
文
化
史
上
と

く
に
顕
著
な
出
来
事
と
い
え
ば
、
イ
ン
テ
リ
の
意
識
に
対
し
て
（
一
八
三
〇
年

代
末
と
そ
の
後
の
数
十
年
に
わ
た
っ
て
）
緊
急
の
「
問
題
」
が
群
れ
を
成
し
て

押
し
寄
せ
、
大
至
急
の
「
解
決
」
へ
の
努
力
を
強
く
求
め
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。

私
の
青
春
時
代
〔
一
九
二
〇
年
代
〕
に
は
、
そ
の
基
本
的
要
素
を
保
っ
た
、
そ

う
し
た
「
意
識
」
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
「
慣
性
」
が
ま
だ
残
存
し
て
い
た
。 

 

私
の
世
代
は
、
そ
れ
な
く
し
て
は
生
き
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
「
解

決
」
の
強
制
性
を
ま
だ
経
験
で
き
る
世
代
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
生
き
る
こ
と
が

可
能
だ
と
わ
か
っ
た
。
だ
が
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
「
問
題
群
」
に
と
っ
て
は
余

り
に
も
過
酷
な
生
活
が
、
や
っ
て
来
た
。
と
り
わ
け
、
あ
の
時
代
の
中
で
最
低

限
で
も
喫
緊
の
道
徳
的
疑
問
を
抱
い
た
人
に
と
っ
て
は
、
言
わ
ず
も
が
な
の
こ

と
だ
っ
た
ろ
う
。 

 

最
終
的
に
明
白
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
、「
何
の
問
題
も
な
い
」、
で
あ
る
。

「
問
題
」
を
生
む
文
化
フ
ィ
ー
ル
ド
が
「
な
い
」
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
「
な

い
」
に
は
「
死
の
問
題
」
も
含
ま
れ
る
。
「
生
の
問
題
」
も
、
「
生
」
の
意
義
あ

る
い
は
無
意
義
の
「
問
題
」
も
、
同
様
だ
。 

 

あ
る
年
齢
で
は
、「
死
」
は
理
論
で
は
な
く
実
践
で
あ
る
。
哲
学
的
恐
怖
は
過

ぎ
去
っ
て
行
く
（
そ
の
恐
怖
は
と
く
に
青
春
時
代
に
強
い
）。
残
る
は
、
ほ
ぼ
肉

体
的
反
応
で
あ
り
、
そ
れ
は
気
質
に
依
存
す
る
。
肉
体
的
恐
怖
は
、
通
常
よ
り

も
低
い
精
力
の
人
、
生
気
の
感
じ
ら
れ
な
い
人
で
は
、
鈍
化
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
ヴ
ァ
イ
タ
ル
な
型
の
人
に
あ
っ
て
は
、
達
成
感
が
、
経
験
の
徹
底

的
な
充
実
感
が
、
到
来
す
る
。
感
覚
的
（
肉
体
的
）
な
人
間
は
「
死
に
つ
つ
あ

る
こ
と
」( у

м
и

р
ан

и
е)

が
怖
い
。
知
的
な
人
間
は
「
非
在
」( н

еб
ы

ти
е)

に
恐
怖

す
る
。 

 
 

 

わ
が
読
書
（
※
） 

 

私
た
ち
は
子
供
の
頃
と
青
春
時
代
初
期
に
の
み
読
書
が
可
能
だ
。
成
人
に
は

読
書
と
は
休
息
か
仕
事
だ
。
ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
は
、
私
利
私
欲
に
駆
ら
れ
ず
気
長

に
書
物
を
理
解
す
る
。
私
が
人
生
で
「
よ
く
」
読
書
し
た
、
と
言
え
る
の
は
、

す
べ
て
、
私
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
来
る
以
前
、「
大
学
」
に
入
る
以
前
、
文
学

の
仕
事
に
従
事
す
る
以
前
の
こ
と
だ
。
随
分
と
読
書
し
た
も
の
だ
、
プ
ー
シ
キ

ン
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ト
ル
ス
ト
イ
（
バ
ラ
ー
ド
詩
と
滑
稽
詩
）
、

ブ
ロ
ー
ク
、『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
』
な
ど
な
ど
。
あ
ん
な
ふ
う
な
読
書
は
私

に
は
も
う
金
輪
際
、
出
来
な
い
だ
ろ
う
。「
学
問
」
が
私
か
ら
あ
あ
い
う
「
一
途
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さ
」
を
叩
き
出
し
た
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
は
全
く
な
い
。
そ
ん
な
言
い
訳
は

す
べ
て
た
わ
ご
と
だ
。
読
書
の
楽
し
み
に
と
っ
て
何
ら
「
一
途
さ
」
は
要
ら
な

い
。
要
る
の
は
「
ぐ
う
た
ら
」
の
方
だ
。
そ
れ
に
は
、
青
春
時
代
の
唯
一
無
二

の
確
信
、
と
い
う
も
の
が
不
可
欠
だ
。
す
な
わ
ち
、
慌
た
だ
し
く
目
指
す
べ
き

場
所
が
な
い
こ
と
、
人
生
の
神
髄
は
結
果
で
は
な
く
過
程
の
中
に
存
す
る
こ
と
、

と
い
う
こ
と
へ
の
確
信
が
、
で
あ
る
。 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
学
校
で
の
四
時
間
の
軽
い
頭
脳
鈍

化
の
「
の
ら
く
ら
生
活
」
か
ら
自
分
の
家
の
部
屋
に
戻
っ
て
、
ソ
フ
ァ
ー
の
隅

に
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
馴
染
み
の
書
物
た
ち
と
対
面
し
、
漫
然
と
好
き
な
ペ
ー
ジ

を
開
く
こ
と
（
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
が
一
様
に
お
馴
染
み
だ
）、
そ
し
て
身
じ
ろ
ぎ

も
せ
ず
に
、
時
と
し
て
は
夜
ま
で
読
み
ふ
け
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
際

に
は
、
何
か
新
し
い
発
見
を
し
て
有
頂
天
に
な
っ
た
り
、
特
別
な
快
適
さ
を
感

じ
た
り
、「
す
べ
て
の
言
葉
が
わ
か
っ
て
い
る
わ
」
と
、
ほ
と
ん
ど
家
長
的
な
確

信
を
抱
い
た
り
し
た
も
の
だ
。 

 

ト
ル
ス
ト
イ
を
私
は
そ
の
よ
う
に
読
ん
だ
、
書
簡
も
、
短
編
民
話
も
、
教
育

論
文
も
一
緒
く
た
に
。
ど
れ
も
、「
惚
れ
込
ん
で
る
」
と
し
か
名
付
け
よ
う
も
な

い
同
一
の
感
情
を
い
つ
も
味
わ
っ
た
も
の
だ
。
私
は
確
信
す
る
、
ト
ル
ス
ト
イ

の
菜
食
主
義
論
文
と
『
贋
金
つ
く
り
』〔
一
九
〇
四
年
執
筆
の
中
篇
小
説
〕
と
は

『
戦
争
と
平
和
』
と
さ
ほ
ど
見
劣
り
し
な
い
く
ら
い
の
読
書
の
楽
し
み
を
与
え

て
く
れ
た
、
と
。
な
ぜ
な
ら
、
私
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
唯
一

無
二
の
「
方
法
」
の
方
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
を
認
知
で
き
る
作
品
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
が
私
に
は
等
価
値
だ
っ
た
の
だ
。 

 
 

わ
が
文
学
研
究
（
※
） 

 

「
な
ぜ
」
私
が
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
を
、
十
九
世
紀
前
半
の
文
学
な
ど
を

研
究
す
る
の
か
、
私
に
は
常
に
理
解
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
時
に
は
そ
の
理

解
が
ぼ
や
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
、「
な
ぜ
」
こ
の
私
が
文
学
を
研
究
し
て
い
る
の

か
、「
な
ぜ
」
人
は
総
じ
て
自
己
の
生
涯
を
こ
の
仕
事
に
捧
げ
る
こ
と
が
可
能
な

の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
だ
。 

本
質
的
な
原
因
と
は
言
え
ず
補
助
的
な
刺
激
と
言
え
る
よ
う
な
、
若
干
の
伝

記
上
の
原
因
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
捨
象
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
、
私
に
残

さ
れ
る
の
は
た
だ
一
つ
、
私
を
安
心
さ
せ
る
次
の
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。「
私
が

文
学
を
研
究
す
る
の
は
、
そ
れ
が
好
き
だ
か
ら
だ
」「
自
己
が
愛
着
す
る
も
の
へ

の
合
理
的
な
関
係
こ
そ
は
、
極
度
に
私
に
固
有
の
も
の
な
の
だ
」、
と
。
あ
れ
こ

れ
の
経
験
（
そ
こ
に
は
美
的
満
足
も
含
ま
れ
る
）
に
お
け
る
集
中
性
は
、
私
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
経
験
を
論
理
的
に
明
確
化
し
て
形
を
整
え
る
と
い
う
作
業
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
比
例
し
て
高
ま
る
。 

こ
の
こ
と
と
並
ん
で
、「
何
の
目
的
で
」
我
々
は
自
己
の
学
問
に
携
わ
る
の
か

と
い
う
問
題
も
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
も
は
や
活
動
の
起
源
で
は
な
く
、「
正
当

化
」
が
問
題
と
な
る
。
個
人
的
な
実
践
か
、
倫
理
的
か
つ
社
会
的
な
こ
と
か
に

よ
る
「
正
当
化
」
の
こ
と
だ
が
。 

「
正
当
化
」
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
う
る
（
私
の
昔
か
ら
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

学
問
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
は
、
そ
れ
が
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
か
ら
で
も
「
し
た
い
」
か
ら
で
も
な
く
、
「
で
き
る
」
か
ら
で
あ
る
）
。
文

学
研
究
と
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
引
け
を
取
ら
ず
我
々
の
認
識
を
向
上
さ
せ
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る
、
と
い
う
「
正
当
化
」
も
あ
る
。
文
化
を
保
存
す
る
こ
と
、
語
ら
れ
な
く
な

る
時
に
そ
の
存
在
も
止
む
文
学
作
品
を
単
に
保
存
す
る
、
と
い
う
特
別
な
契
機

に
よ
る
「
正
当
化
」
も
あ
る
。 

現
象
の
「
動
機
付
け
」
を
、
現
象
へ
の
「
刺
激
」
と
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
。

文
学
研
究
者
に
と
っ
て
前
者
が
う
ま
く
い
っ
た
と
し
て
も
、
後
者
も
同
じ
だ
と

は
限
ら
な
い
。
古
文
字
学
は
文
芸
学
よ
り
も
自
然
で
あ
る
。
後
者
に
は
ど
こ
か

ら
か
ら
の
「
客
」
が
あ
る
か
ら
。
文
芸
学
と
は
「
玄
関
の
間
の
あ
る
建
物
」
だ

か
ら
。 

そ
こ
に
は
し
ば
し
ば
、
社
会
的
利
害
の
方
面
か
ら
の
到
来
が
あ
る
。
と
は
い

え
、
文
学
か
ら
文
学
へ
の
通
路
は
常
に
存
在
し
て
き
た
が
…
…
。
い
つ
の
時
代

で
も
、
作
家
は
、
そ
の
時
代
の
最
も
完
全
な
読
者
と
し
て
、
文
学
に
つ
い
て
必

要
な
こ
と
を
語
っ
て
き
た
。 

シ
ン
ボ
リ
ス
ト
は
フ
ォ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
父
で
あ
っ
た
。
文
芸
学
を
根
拠
づ
け

る
た
め
に
は
、
シ
ン
ボ
リ
ス
ト
は
あ
ま
り
に
も
大
作
家
で
あ
り
す
ぎ
た
。
そ
の

障
害
と
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
の
創
作
実
験
に
固
有
の
「
文
学
現
象
の
超
自
然
的

解
釈
の
特
徴
」
ば
か
り
で
は
な
い
、
こ
の
実
験
に
付
き
物
の
そ
の
他
の
純
粋
に

手
工
業
的
な
諸
相
も
ま
た
、
そ
う
だ
っ
た
。
作
家
に
は
常
に
、
自
己
の
マ
テ
リ

ア
ル
に
関
す
る
思
考
と
談
話
の
方
法
が
存
在
す
る
。
研
究
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

は
何
ら
役
立
ち
得
な
い
け
れ
ど
も
。 

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
直
観
で
は
な
い
。
直
接
の
創
造
的
感
情
移
入
な
ど
で

は
な
い
。
全
く
具
体
的
な
特
徴
と
そ
の
区
別
化
と
評
価
に
対
す
る
分
析
方
法
が

存
在
す
る
。
そ
れ
を
作
家
の
ス
キ
ル
は
要
求
し
、
研
究
者
は
避
け
る
。
そ
の
見

本
と
し
て
、
チ
ー
ホ
ノ
フ
〔
一
八
九
六
～
一
九
七
九
年
、
詩
人
〕
に
よ
る
現
代

詩
講
義
が
あ
る
。
輝
か
し
く
、
お
ま
け
に
決
し
て
直
観
的
で
は
な
く
、
甚
だ
し

く
「
物
理
的
に
感
知
さ
れ
る
」
も
の
だ
っ
た
が
。
チ
ー
ホ
ノ
フ
の
ス
ピ
ー
チ
は
、

文
学
的
フ
ァ
ク
ト
の
判
読
で
は
な
く
、
判
読
を
必
要
と
す
る
文
学
的
フ
ァ
ク
ト

で
あ
っ
た
。 

我
々
の
学
問
を
創
始
し
た
の
は
シ
ン
ボ
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
シ
ン
ボ
リ
ス
ト

と
未
来
派
の
時
代
の
人
々
だ
っ
た
。
彼
ら
は
不
出
来
な
詩
作
品
の
著
者
で
、
デ

ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
く
し
て
は
「
手
工
業
」
の
条
件
的
魔
術
へ

の
参
加
が
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
「
初
歩
的
な
詩
作
実
験
」
と
、
あ
る
心
理
的

可
能
性
と
を
共
存
さ
せ
て
い
た
。
後
者
は
、
こ
の
詩
作
実
験
を
抑
圧
し
、
そ
れ

を
「
純
粋
な
研
究
と
総
括
」
の
利
益
に
従
属
さ
せ
る
、
と
い
う
心
理
的
可
能
性

の
こ
と
で
あ
る
。 

〔
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
の
〕
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
と
ト
ィ
ニ
ャ
ー
ノ
フ
が
現
在
、

小
説
家
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
偶
然
で
も
何
で
も
な
い
。
同
様
に
、
わ
が
セ

ミ
ナ
ー
の
四
分
の
三
が
「
長
編
小
説
」
を
夢
見
て
い
る
こ
と
、
ロ
シ
ア
芸
術
史

大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
折
を
み
て
は
詩
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

で
き
な
い
の
は
十
名
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
も
偶
然
で
は
な
い
。 

シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
断
定
に
よ
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
文
学
研
究
者
で
あ
れ

ば
誰
で
も
、
必
要
な
場
合
は
、
長
編
小
説
を
執
筆
す
る
義
務
が
あ
る
。
出
来
具

合
が
わ
る
く
と
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
結
構
。
さ
も

な
け
れ
ば
、
汚
れ
仕
事
を
嫌
う
高
等
遊
民( б

ел
о
р
у

ч
к
а)

で
あ
る
、
と
い
う
次
第

だ
っ
た
。 

個
々
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
の
内
部
に
は
出
来
損
な
い
の
作
家
が
陣
取
っ
て
い

る
、
と
誰
か
が
私
に
言
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
全
く
の
歴
史
的
無
理
解
で
あ
り
、
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「
高
尚
な
病
」
〔
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
叙
事
詩
名
〕
〔
と
い
う
撞
着
語
法
〕
と
い

う
も
の
だ
。
本
当
に
我
々
の
「
伝
記
」
は
伝
統
的
に
、
ま
ず
い
詩
作
で
始
ま
り
、

長
編
小
説
で
終
わ
る
の
か
。
そ
れ
も
、
よ
い
小
説
で
か
？ 

文
芸
学
が
平
和
的
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
で
繁
栄
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ

と
わ
か
っ
た
。
直
近
の
十
年
間
が
示
し
た
こ
と
は
、
文
芸
学
の
理
論
的
及
び
歴

史
的
な
問
題
が
短
命
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
短
命
さ
は
我
々
に
は
非

科
学
性
の
特
徴
に
見
え
た
。
時
と
し
て
そ
れ
は
我
々
に
は
侮
辱
的
だ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
我
々
は
大
家
た
ち
と
論
争
を
し
た
（
大
家
た
ち
は
問
題
か
ら
問
題
へ

の
自
ら
の
素
早
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
自
慢
に
し
て
い
た
、
と
い
う
の
は
、
彼
ら

は
い
つ
も
教
授
た
ち
と
似
通
っ
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
か
ら
）。
一
言
で
言

え
ば
、
我
々
は
不
満
だ
っ
た
。
し
か
し
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
十
年
ほ
ど
前
に

準
備
さ
れ
た
問
題
を
ひ
っ
そ
り
と
育
て
よ
う
と
す
る
ど
ん
な
試
み
も
弾
け
去
り
、

言
い
よ
う
の
な
い
退
屈
へ
と
陥
っ
た
。
文
芸
学
は
平
和
的
な
発
展
の
代
わ
り
に
、

と
も
か
く
も
、
短
編
映
画
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
、
断
続
的
で
性
急
で
分

割
的
な
成
長
へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
た
、
と
わ
か
っ
た
。 

文
芸
学
は
独
立
自
尊
で
の
発
展
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
外
的
な
刺
激
、
そ
し

て
、
他
の
領
域
と
の
交
差
が
要
求
さ
れ
た
。
私
は
、
我
々
が
「
寄
生
動
物
」
で

あ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
こ
の
動
物
は
食
糧
不
足
か
ら
（
あ
る
い
は
退
屈
ゆ
え

に
）
死
な
な
い
た
め
に
以
下
の
養
分
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
学
か

（
エ
イ
ヘ
ン
バ
ウ
ム
式
の
「
文
学
生
活
」
他
）
、
言
語
学
か
（
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド

フ
他
）
、
現
代
文
学
か
、
か
ら
で
あ
る
。
自
己
に
つ
い
て
、
と
く
に
文
学
の
歴
史

家
あ
る
い
は
理
論
家
と
し
て
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
く
言
っ
て
、「
文
学
者
」
と

し
て
、「
言
葉
の
専
門
家
」
と
し
て
、
み
ず
か
ら
を
感
じ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、

「
関
係
と
衝
動
の
最
新
型
」
の
欠
如
は
破
滅
的
で
あ
る
。 

  

私
の
仕
事
（
※
※
） 

  

「
春
の
前
触
れ
」
と
は
、
草
の
茎
一
本
ま
だ
生
え
て
い
な
い
時
期
（
極
北
地

方
で
は
時
に
大
変
長
く
そ
れ
が
続
く
）
の
こ
と
。
冬
の
終
わ
り
、
残
る
は
、
融

け
切
ら
ず
汚
れ
た
「
ま
だ
ら
雪
」
。
私
は
愛
す
る
、
こ
の
季
節
を
。
「
白
夜
」
を

愛
す
る
よ
う
に
。
否
、
愛
す
る
の
は
、「
白
夜
」
そ
れ
自
体
で
さ
え
な
く
、
長
く

引
き
続
く
底
知
れ
ぬ
夜
々
の
方
、
だ
。
生
の
長
さ
を
思
わ
せ
る
ゆ
え
、「
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
だ
」
と
い
う
こ
と
で
。 

全
て
開
始
さ
れ
た
も
の
は
、
自
己
の
終
わ
り
へ
と
突
進
す
る
。
だ
が
、
た
だ

生
に
の
み
属
す
る
と
こ
ろ
の
、
ご
く
初
期
の
早
春
の
魅
力
と
は
、
い
ま
だ
に
そ

れ
が
始
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
時
、
私
た
ち
に
約
束
さ
れ
た

幸
福
か
ら
は
、
ま
だ
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
の
支
払
い
も
為
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

秋
は
悲
し
い
。
美
し
い
過
ぎ
る
か
ら
。
自
然
は
常
に
喪
失
し
、
落
下
す
る
。

森
の
中
、
深
紅
色
と
黄
金
色
と
が
落
ち
行
く
。
最
後
の
花
弁
が
落
ち
る
。
雪
解

け
も
悲
し
い
。
厳
寒
で
の
呼
吸
の
軽
さ
と
貴
重
な
ま
ば
ゆ
い
雪
と
を
滅
ぼ
す
か

ら
。
し
か
し
、「
春
の
前
触
れ
」
の
端
境
期
、
大
地
に
も
は
や
失
わ
れ
る
も
の
は

何
も
な
く
、
私
た
ち
は
何
も
惜
し
く
は
思
わ
な
い
。
そ
し
て
心
が
元
気
づ
け
ら

れ
る
。
一
瞬
に
し
て
、
不
毛
な
哀
惜
の
念
と
い
う
重
荷
が
心
か
ら
抜
け
落
ち
る

か
ら
。 

 

見
苦
し
い
大
地
。
ご
つ
ご
つ
と
し
て
、
沼
地
が
多
く
、
乾
い
て
い
て
。
赤
茶
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色
、
黄
、
灰
色
、
く
す
ん
だ
緑
が
も
つ
れ
合
う
。
そ
れ
は
、
赤
茶
色
の
針
状
の

落
ち
葉
、
巻
か
れ
た
藁
、
昨
年
の
草
の
束
、
凝
り
固
ま
っ
た
病
葉
、
孔
の
多
い

雪
の
お
も
て
、
そ
こ
に
張
り
付
い
た
葉
っ
ぱ
、
樹
皮
の
か
け
ら
、
コ
ケ
の
瘤
、

枯
れ
枝
、
松
か
さ
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
何
に
せ
よ
、
大
地
で
死
に
は
し
な

い
。
す
で
に
と
う
の
昔
に
死
ん
で
い
る
か
ら
。
大
地
は
何
も
失
わ
な
い
。
今
や

大
地
で
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
全
て
が
純
益
と
な
る
。
純
粋
な

喜
び
と
な
る
。
す
で
に
し
て
喜
び
の
前
触
れ
が
、
長
く
伸
び
て
震
え
る
枝
々
に
、

高
く
飛
ぶ
雲
た
ち
に
、
訪
れ
て
い
る
。 

 

い
つ
も
ど
こ
か
気
に
な
る
こ
と
（
ろ
く
で
も
な
い
ダ
ー
チ
ャ
〔
主
に
夏
用
の

別
荘
〕
の
あ
る
森
の
中
も
然
り
）、
そ
れ
は
、
閑
散
と
し
た
風
景
、
断
続
的
に
鳴

く
鳥
・
・
・
額
に
そ
っ
と
触
れ
る
弱
い
陽
の
光
、
で
あ
る
。 

 

私
た
ち
と
き
た
ら
、
編
集
し
、
注
解
を
付
す
。
今
、
そ
れ
が
何
で
あ
れ
生
の

終
わ
り
が
い
っ
そ
う
接
近
し
て
い
る
こ
の
時
も
、
相
も
変
わ
ら
ず
、
編
集
を
し
、

注
解
を
付
し
、
読
点
の
配
置
を
す
る
。 

 

脳
髄
は
、
日
雇
い
仕
事
で
干
か
ら
び
て
し
ま
い
、
の
ら
く
ら
生
活
で
堕
落
さ

せ
ら
れ
る
。
否
、
私
た
ち
は
机
の
前
に
陣
取
っ
て
基
本
的
テ
キ
ス
ト
と
原
典
と

の
照
合
を
す
る
時
、
嫌
悪
感
で
体
が
震
え
る
こ
と
は
な
い
。
ム
ラ
の
な
い
、
空

虚
の
よ
う
に
透
明
な
仕
事
に
な
る
ぞ
と
予
感
す
る
時
に
は
、
座
し
て
い
て
満
足

を
覚
え
な
い
で
も
な
い
。
昨
今
の
、
世
界
認
識
の
思
考
努
力
の
苦
し
さ
か
ら
守

っ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
で
は
あ
る
が
。
だ
が
、
怠
惰
は
勝
利
す
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
、
の
ら
く
ら
者
の
甘
い
怠
惰
で
は
な
く
、
働
き
者
と
創
造
者
に
特
有
の

悲
し
く
も
寂
し
げ
な
怠
惰
が
、
で
あ
る
。 

 

四
月
の
大
地
は
、
む
き
出
し
で
、
醜
悪
だ
。
し
か
し
、
重
み
の
な
い
空
を
雲

が
飛
ぶ
・
・
・
あ
あ
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
。
こ
の
喜
び
は
誰
の
も
の

か
。
奇
妙
に
も
二
つ
に
分
か
れ
て
み
え
る
喜
び
。
も
う
と
う
の
昔
に
存
在
し
な

く
な
っ
て
い
る
人
、
す
な
わ
ち
、
若
く
て
、
ぎ
こ
ち
な
く
、
禁
欲
的
で
、
快
適

と
平
穏
と
を
蔑
ん
で
い
る
人
が
、
喜
び
を
享
受
す
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
人
の

前
に
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
世
界
認
識
の
巨
大
な
仕
事
が
控
え
る
。
ま
だ
始

ま
っ
て
い
な
い
そ
の
仕
事
、
そ
れ
は
、
ま
だ
手
付
か
ず
の
世
界
を
認
識
す
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。 

 

【
補
記
】 

●
原
題 

 

<
И

з стар
ы

х
 зап

и
сей

. 1
9

2
0

-1
9

3
0

-е го
д

ы
>

. 

『
古
い
手
記
か
ら
。
一
九
二
〇
～
一
九
三
〇
年
代
』
。 

<
И

з зап
и

с
ей

 1
9

5
0
-1

9
7
0
-х

 го
д
о
в
>

. 

『
一
九
五
〇
～
一
九
七
〇
年
代
の
手
記
か
ら
』。 

●
出
典 

 

Л
и

д
и

я Г
и

н
збу

р
г - <

З
ап

и
ски

 б
л
о
кад

н
о
го

 ч
ел

о
века: И

зб
р
ан

н
ая п

р
о
за

>
. 

 

С
П

б
., <

Л
и

н
и

зд
ат>

, <
К

ом
ан

д
а А

>
. 2

0
1

4
 г., 3

5
2
 с. 

 

リ
ジ
ヤ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
著
『
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
包
囲
戦
下
の
人
間
の
手
記 

散
文

集
』
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
「
レ
ニ
ズ
ダ
ー
ト
社
」
「
コ
マ
ン
ド
Ａ
社
」
、
二
〇
一
四

年
刊
、
全
三
五
二
頁
。
（
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
） 

 
●
著
者
（
女
性
） 

 

以
下
、
出
典
の
ぺ
ー
バ
ー
バ
ッ
ク
の
裏
表
紙
に
あ
る
著
者
紹
介
の
記
事
全
文
（
拙

訳
）
を
掲
げ
る
。 
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「
リ
ジ
ヤ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
（
一
九
〇
二
～
一
九
九
〇
）
は
祖
国
の
文
化
史
上
、

特
別
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
輝
く
ば
か
り
の
才
能
あ
る
文
芸
学
者
、
批
評
家
、
政

治
社
会
評
論
家
、
ト
ィ
ニ
ャ
ー
エ
フ
と
エ
イ
ヘ
ン
バ
ウ
ム
の
弟
子
と
し
て
、
彼
女
は
、

時
代
を
画
す
る
人
で
あ
っ
た
。
学
者
と
し
て
、
作
家
と
し
て
の
そ
の
言
葉
が
、
瑞
々

し
く
も
斬
新
に
響
き
、
長
い
間
、
社
会
の
知
的
状
態
を
決
定
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。 

彼
女
の
関
心
領
域
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
は
じ
め
ま
で
の
ロ
シ
ア
文
学
で

あ
る
。
著
作
『
心
理
的
散
文
論
』、『
抒
情
詩
論
』、『
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
』、『
リ

ア
リ
テ
ィ
を
求
め
る
文
学
』
は
名
声
を
博
し
た
。 

ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
の
最
も
興
味
あ
る
発
見
の
う
ち
に
、
「
時
空
間
隔
ジ
ャ
ン
ル
」

(
п

р
ом

еж
у
то

ч
н

ы
е ж

ан
р
ы
)

理
論
も
あ
る
。
研
究
者
と
し
て
の
彼
女
は
、
学
者
と
し

て
、
著
者
と
し
て
、
そ
の
理
論
に
し
た
が
っ
た
〔
彼
女
自
身
、
「
学
術
論
文
」
以
外

の
、
自
ら
の
「
回
想
」「
手
記
」「
日
記
」
を
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
含
め
た
〕。 

本
書
で
は
以
下
の
著
作
を
収
録
し
た
。 

一 

ユ
ニ
ー
ク
な
時
代
の
光
景
を
描
い
た
「
回
想
」〔『
故
郷
へ
の
帰
還
』〕。 

二 

一
九
二
〇
～
八
〇
年
代
の
文
学
生
活
と
、
作
家
・
詩
人
と
の
交
流
と
に
つ
い
て

語
っ
た
も
の
〔
『
手
記
』
の
こ
と
。
上
記
「
原
題
」
を
参
照
〕。
後
者
で
は
、
ア
フ
マ

ー
ト
ワ
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
、
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ム
、
オ
レ
イ
ニ
コ
フ
、
バ
グ
リ
ツ

キ
ー
、
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
そ
の
他
が
登
場
す
る
。 

三 

『
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
包
囲
戦
下
の
人
間
の
手
記
』
。
こ
れ
は
目
撃
者
に
よ
る
き

わ
め
て
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自
己
の
最
も
困
難
な
経
験
が
、
深
く
聡

明
な
散
文
へ
と
結
実
化
さ
れ
た
。
」 

 

●
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て 

上
記
「
師
匠
の
助
言
（
一
九
三
四
年
）
」
に
付
し
た
補
記
「
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
」

を
も
参
照
。 

▼
「
批
評
で
は
、
戦
争
中
〔
第
一
次
大
戦
〕
に
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
一
流
派
が
そ

の
頃
重
要
な
実
を
結
ん
だ
。
そ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
イ
、
エ
イ
ヘ
ン

バ
ウ
ム
、
ジ
ル
ム
ン
ス
キ
イ
、
そ
の
他
の
「
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
彼
ら
は

「
詩
的
言
語
研
究
会
」
を
結
成
し
て
い
た
が
、
同
時
に
散
文
に
つ
い
て
も
論
究
し
た
。

彼
ら
は
作
品
の
哲
学
的
、
社
会
的
内
容
だ
け
に
満
足
す
る
代
り
、
「
芸
術
創
作
の
過

程
」
を
と
く
に
重
ん
じ
、
こ
う
し
て
詩
の
構
造
、
あ
る
様
式
の
言
語
、
あ
る
時
代
の

作
詩
法
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
」
（「
パ
ス
カ
ル
」
一
一
〇
～
一

一
一
頁
）。 

▼
「
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
と
は
、
一
九
一
〇
～
二
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
未

来
派
と
「
オ
ボ
ヤ
ズ
」（
詩
的
言
語
研
究
会
）
の
創
作
な
ら
び
に
研
究
活
動
を
指
す
。

フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
は
、
芸
術
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
描
か
れ
る
対
象
で
は
な

く
、
い
か
に
描
く
か
と
い
う
方
法
、
つ
ま
り
形
式
（
フ
ォ
ル
ム
）
で
あ
る
と
す
る
立

場
か
ら
、
詩
文
学
の
言
語
と
散
文
の
構
造
に
た
い
し
て
前
衛
的
な
実
験
を
お
こ
な
っ

た
。 フ

ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
は
ロ
シ
ア
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
へ
の
反
撥
と
し
て
生
じ
た
。
シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
は
、
言
葉
の
向
う
に
隠
れ
た
世
界
が
あ
り
、
言
葉
は
そ
の
世
界
を
象
徴
す

る
手
段
と
み
な
し
た
。
言
葉
を
手
段
と
し
て
の
従
属
状
態
か
ら
解
放
し
、
言
葉
に
自

律
性
を
あ
た
え
た
の
が
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。 

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
イ
が
ク
ル
テ
ネ
の
弟
子
だ
っ
た
ポ
リ
ワ
ー

ノ
フ
、
ヤ
ク
ビ
ン
ス
キ
イ
、
エ
イ
ヘ
ン
バ
ウ
ム
、
ト
ゥ
イ
ニ
ャ
ー
ノ
フ
ら
と
と
も
に

「
オ
ポ
ヤ
ズ
」
を
結
成
し
、
未
来
派
の
詩
人
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
イ
、
フ
レ
ー
ブ
ニ
コ
フ
、

ク
ル
チ
ョ
ー
ヌ
イ
フ
ら
と
結
び
つ
き
、
韻
文
の
み
な
ら
ず
散
文
の
文
体
に
つ
い
て
も

共
通
の
課
題
を
追
求
し
た
。 
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モ
ス
ク
ワ
で
も
時
を
同
じ
く
し
て
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
、
ヴ
ィ
ノ
ク
ー
ル
、
ボ
ガ
ト
ゥ
イ

リ
ョ
フ
ら
が
「
モ
ス
ク
ワ
言
語
学
サ
ー
ク
ル
」
を
結
成
し
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学

や
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
を
ふ
ま
え
て
新
し
い
言
語
学
の
方
法
の
確
立
を
目
ざ
し

た
。
こ
こ
で
も
未
来
派
と
の
交
流
と
相
互
の
刺
戟
が
あ
っ
た
。 

ヤ
コ
ブ
ソ
ン
は
革
命
後
の
一
九
二
二
年
に
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
が
開
拓
し
た
音
韻
、

音
素
、
措
辞
論
な
ど
の
成
果
を
た
ず
さ
え
て
チ
ェ
コ
へ
行
き
、
プ
ラ
ハ
言
語
学
派
を

創
立
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
ナ
チ
の
侵
攻
を
の
が
れ
て
ア
メ
リ
カ
へ
亡
命
し
、
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
ら
と
交
わ
り
、
構
造
主
義
の
基
礎
を
築
い
た
。
」（「
パ
ス
カ
ル
」
巻

末
の
「
注
・
事
項
」
六
五
～
六
六
頁
）。 

 

こ
の
学
派
の
「
巨
匠
」
た
ち
で
な
く
、
リ
ジ
ヤ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
を
始
め
そ
の
「
弟

子
」
た
ち
が
、
ソ
連
社
会
で
（
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
連
邦
時
代
を
も
含
め
）
ど
ん
な
業

績
を
残
し
、
い
か
な
る
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
内
容
の
包
括
的
な
研

究
が
、
ど
の
程
度
、
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
五
日
、
擱
筆
） 

 

 

 


